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1 監査（定期監査） ／ 方法と手順
1.背景・経緯等
・外為法（輸出者等遵守基準）の要求項目であり、学内規程で監査を定めている。
・まずはトライアルで部局を限定して実施、問題点・課題を探る。（実績積み上げて、浸透させる）

2.狙い
・監査を通じ部局と情報交換し、双方が課題を共有して改善（リスク低減等）を図る。
・部局長及び事務関係者の意識を高め、輸出管理の浸透、定着をはかる。

3.監査の方法
・対象部門：全部局（学部・研究科・附属研究所）
・方法：実態（リスク）に応じ①実施監査、②書面監査に分け実施
・監査人：輸出管理スーパーバイザ－、輸出管理責任者、輸出管理マネージャー、事務局メンバー
・実地監査部局側対応者：部局長、事務長及び事務関係者

4.実施手順
・定期監査実施（監査は全学対象、実地監査、許可取得案件の追跡調査、書面監査）

1監査の

実施通知

2調査票配布、
部局からの
回答回収

3.過去の許可
取得教員へ
の個別調査

4.実地監査
の実施

5.監査報告書
の作成

6最高責任者
への報告

7部局への結
果連絡と改
善依頼

書面監査 実地監査
＜主に理系部局＞

監査概要
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2 監査のポイント：監査でスパイラルアップ
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【 ○○年度の実地監査のポイント 】

〈監査のガイドライン〉
外為法55条の10_輸出者遵守基準に基づく、輸出者遵守基準を定める省令第1条二号に定める
「輸出等の業務の適正な実施についての監査の体制及び定期的な監査の実施に係る手続きを定め、
当該手続きに従って監査を定期的に実施するよう努めること」

〈目的〉
〇自主点検し、トラブルの芽を摘む（不正輸出があれば経済産業省への報告が必要）
※ 情報を共有し、連携して改善/強化をはかる（効率的な管理やリスクの低減）

〈監査時に確認する点〉 全学展開により、更なるリスク低減
〇輸出管理が法令・学内規程基づき適正に実施されていることを確認する
〇昨年度の指摘事項のフォローアップ状況を確認する
〇部局における自主管理項目を確認する
〇該当品の管理状況を確認する・・・（個別に担当教員に確認済み、結果報告する）
〇今後の課題、周知活動等に関する情報交換/連携の在り方を確認する

〈今後の課題解決に向けた情報交換〉
〇機微な貨物・技術を保有する研究室は？ ⇒ 特に機微な研究室を把握 （→濃淡管理）
〇国際交流活動に伴う留学生等の受入 ⇒ 教員自身の理解が不可欠 （→啓発活動）

ここが重要
PDCAの起点

監査狙い
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3 監査通知：通知と実施方針
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○○
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○○

監査通知

実地監査対象
部局の選抜法



４ 監査報告書/最高責任者、役員会報告

【報告内容】
１．監査概要

監査の種類、対象・項目、対象部局、立合い者、目的等
２．監査結果
３．自己調査票集計結果 （ここでの記載内容を一部紹介する）

４．実地監査、書面監査
５．許可品追跡調査
６．該当年度の輸出管理実績
７．総括
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報告書
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